
第三セクターの統合
議会広報編集特別委員会副委員長　武藤 義彦

　仙北市では、経営状況が悪化している第三セクター４社の統合を発表した。
赤字のままで独立した状態では、雇用や資金調達に課題があり経営立て直し
は困難であるとして、赤字部門となっている事業の撤退や、サービス内容の
変更等により、黒字化に向けた支援を進めるとしている。
　経営改善に向け、コンサルに業務委託し、現状分析の結果を踏まえ４社統
合による永続的に運営できる仕組み・体制の構築を図るとしている。今後７
月を目途に統合とするが、各施設においてはしばらく通常営業を続けるとい

う。４社の借入金は約２憶７千万円程であるが、一旦仙北市で肩代わりし、新会社が３年据
え置き後に償還を行うとして、新年度予算に第三セクター経営改善支援貸付金を計上してい
る。議会内では、経営の黒字化・円滑な償還等について様々な議論があったが、今後の経営
改善の見通しは未知数である。
市としては、債務が膨らむ前のもっと早い段階での行政判断が必要であったと思う。黒字化
を進めるためには、大胆な改革が不可欠であるが、施設を長年利用してきた地元の声にも耳
を傾けてほしいものである。
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迫
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市
長
の
質
疑
応
答
は
２
回
目
で
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り
、
市
民
の
満
足
度
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高
め
る
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や
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検
証
し
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ら
貴
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な
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使
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と
い
う
自
身
の
公
約
を
予
見
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２
年
前
編
集
委
員
長
を
引
き
受
け
た
際
、編
集
後
記
に「
わ

か
り
や
す
い
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会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
」
と
書
い
た
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我
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に
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挙
戦
が
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を
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け
る
。
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論
の
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は
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義
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で
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民
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で
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ひ
と
つ
心
残
り
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
の
為
、

難
儀
を
か
け
た
編
集
委
員
に
慰
労
の
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を
持
て
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
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　市民の皆さまが、よりわかりやすく読みやすい「市議会
だより」を目指して編集委員一同、ああでもない、こうで
もないと、年４回の定例会報告を編集してきました。
　このメンバーでの２年間は、コロナ禍により、おでかけ
市議会の開催は中止になり、殆どのイベントや行事も中止
になり、写真や話題を掲載できず、市民の皆さまには物足
りなさがあったかもしれません。4/17 投開票の仙北市議会
議員選挙後に新たに編成される広報編集特別委員会に期待
していただくことにいたしまして、まずは、発展的に解散
させていただきます。ご購読ありがとうございました。

広報編集特別委員会 ２年間の任期満了となり解散します。
ご購読ありがとうございました。

編
集
後
記

仙北市議会議員一般選挙の日程（定数16）
◇告　示　令和４年４月10日（日）
◇投開票　令和４年４月17日（日）

※４月11日（月）から期日前投票ができます。
※みんなで投票に行きましょう！
※あなたの一票が仙北市を大きく変えるのです。

※令和４年４月30日任期満了


